
 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年新年雑感   鈴木解子 
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１６３号 
２０２１年１月２１日発行 

 

 

２０２１年正月は晴天が続いた。我が家屋上から

は、南にかすかに富士山が白銀の冠を見せ、北に那須

の山々と日光連山の輝かしい光を放つ姿が望めた。コ

ロナ禍の年明け、東日本大震災、福島原発事故から１

０年の年も正月の喜ばしい光景は変わらなかったこ

とを記憶にとどめたい。 

１年前から“新型コロナウイルス”というワードを

聞かない日はなくなった。秋以降、深刻さは増してき

た。そんな１０月のある日、核兵器禁止条約の発効要

件５０か国目の批准書が国連に提出されたというニ

ュースが流れた。コロナ禍の中、しばし感動に疼いた

瞬間ではあった。 

父・鈴木賢二の作品や資料は母の手によって残さ

れ、栃木県立美術館や複数の美術館の研究員たちによ

って仕分けされ整理されてきた。それらは、当面の“役

割”を終えるとそれぞれの研究機関に渡ったり、残り

の部分はまた我が家の奥へ奥へとしまい込まれた。い

ま、それらを引き出して “次の時代に担ってもらう

べき役割”のために作業を続けている。 

１９５０年代、賢二の切り絵による幻灯のひとつ

「ヒロシマの子供たち」のガラス絵原本（切り絵をガ

ラ 

スに貼り付けたもの）とモノクロのフィルムが出てき

た。カラーフィルムは町田国際版画美術館に収蔵された

が、ガラス絵３３枚は一枚一枚紙に包まれて箱に入って

いた。これも町田の美術館へ行くことが決まったが、素

朴な丁寧な手仕事が作家の非核平和への思いになって

伝わってくる。 

１９５８年、賢二は第４回原水爆禁止世界大会に際し

て、長尺版画絵巻「世界を平和に」を発表した。作品は、

人々の営みが穏やかに描かれ、やがて夫を息子を兵役に

送り出す日々に変わり・・・原爆投下とその惨状、第五

福竜丸被爆後の原水爆禁止の市民運動の高まりまでが

彫り込まれている。 

２０２１年１月 22日、核兵器禁止条約は発効する。 

（核兵器の）すべてなくすことこそが、二度と使われな

いことを保証する唯一の方法だ 

核兵器禁止条約のこの理念に照らしながら、賢二の反

戦平和に関する作品たちに次の時代にも語らせる・・・

これが私の仕事の最終章だ。 

 

「クメタナ」平和コンサートのお知らせ 
栃木県にも緊急事態宣言が出るなど、残念ながらコロナ感染は収束するどころか、拡大の一途をたどって

います。いろいろな分野で行動自粛をせざるをえない中ですが、心をいやす催しはできないかという思いか

ら平和コンサートを企画しました。 

 感染拡大をできるだけ抑えるため、野外で、時期も４月末に設定しました。いろいろご予定やコロナ感染 

を恐れるお気持ちもあると思いますが、音楽に耳を傾け平和のすばらしさを味わう春のひと時を過ごしま

せんか！ 

      日時：４月２５日（日）  
      場所：かかしの里（大平町西山田１７７１−３ ） 

      出演者：ビオラ・ヴァイオリン粂川吉見（県交響楽団指揮者） 
             ピアノ 田中純子 ヴァイオリン 粂川正子 

（長尺版画絵巻「世界を平和に」） 

mailto:oohirasanroku9jo@yahoo.co.jp


 

 

 

 

 

 

   

２
０
２
０
年
10
月
17
日
に
イ
タ
リ
ア

学
会
長
藤
谷
道
夫
慶
應
義
塾
大
学
教
授

が
、
時
の
首
相
に
よ
っ
て
日
本
学
術
会

議
会
員
の
任
命
を
拒
否
し
た
こ
と
に
対

し
て
声
明
を
発
表
。
社
会
学
者
宮
台
真

司
が
発
信
し
た
こ
と
と
相
ま
っ
て
、
称

賛
の
輪
が
拡
散
さ
れ
た
経
緯
が
あ
る
。

ど
ん
な
こ
と
が
称
賛
さ
れ
た
の
か
、
知

っ
て
お
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
要
点

を
列
記
す
る
。 

①
国
の
予
算
を
投
じ
る
機
関
と
し
て
国 

民
に
理
解
さ
れ
る
存
在
で
あ
る
べ
き 

だ
、
と
の
首
相
の
言
い
方
に
二
つ
の 

誤
り
が
あ
る
。
学
問
は
国
家
の
《
し 

も
べ
》
と
す
る
間
違
っ
た
学
問
観
。 

お
金
を
も
ら
う
以
上
、
政
権
批
判
し 

て
は
な
ら
な
い
と
い
う
間
違
っ
た
手 

前
勝
手
な
公
民
観
。
学
問
研
究
は
政 

権
与
党
の
た
め
に
あ
る
の
で
は
な
く 

全
人
類
の
共
通
善
と
し
て
無
償
で
開 

放
さ
れ
る
も
の
。
公
務
員
は
政
権
の 

《
し
も
べ
》
で
は
な
く
国
民
全
員
の 

た
め
に
働
き
、
間
違
っ
て
い
る
政
権 

を
批
判
す
る
こ
と
は
公
務
員
の
義

務
。
古
代
ロ
ー
マ
の
時
代
に
設
置
さ

れ
て
い
た
「
護
民
官
」
は
、
権
力
を

批
判
牽
制
す
る
官
職
で
見
る
べ
き
も

の
が
あ
る
。 

②
首
相
は
学
問
の
自
由
に
つ
い
て
理 

   

 

 
 

 

＊スタンディング ２月９日（火）市役所前 ２月１９日（金）ケイズデンキ前 １５時から 

＊スタッフ会議 ２月１２日（金）・２月２６日（金）１３時３０分から（コロナ感染拡大で中止になる場合も） 

＊県民ネット総会・講演会（２月７日）コロナ感染拡大のため中止。吉田さんの講演会は後日行います。  

解
し
て
い
な
い
。
学
者
が
学
問
的 

良
心
に
従
っ
て
行
う
言
動
の
保
障 

こ
そ
学
問
の
自
由
。
間
違
っ
て
も 

権
力
が
介
入
し
て
は
い
け
な
い
。 

介
入
し
た
典
型
例
が
、
17
世
紀
ガ 

リ
レ
オ
が
ロ
ー
マ
教
会
に
よ
っ
て 

「
地
動
説
は
誤
り
」
と
言
わ
さ
れ 

た
ガ
リ
レ
オ
裁
判
。
時
の
権
力
に 

沿
わ
な
い
学
問
研
究
を
封
殺
し
た 

例
。
今
回
の
問
題
は
、
ガ
リ
レ
オ 

裁
判
と
本
質
的
に
重
な
る
。「
何
が 

正
し
く
、
何
が
間
違
っ
て
い
る
か 

を
（
政
権
が
）
決
め
て
い
る
」
こ 

と
は
、
学
問
の
自
由
の
理
念
に
反 

す
る
。 

③
最
も
問
題
な
こ
と
は
、
任
命
拒
否 

理
由
の
説
明
が
な
い
こ
と
。
１
９ 

７
５
年
内
閣
法
制
局
長
官
の
見
解 

「
首
相
ら
に
は
答
弁
し
、
説
明
す 

る
義
務
が
あ
る
」
に
も
か
か
わ
ら 

ず
、
木
で
鼻
を
括
る
答
弁
を
繰
り 

返
す
姿
は
、
民
主
主
義
の
第
一
歩 

で
あ
る
情
報
公
開
を
否
定
す
る
も 

の
。
紀
元
前
59
年
、
カ
エ
サ
ル
が 

議
事
録
や
日
報
を
公
開
す
る
制
度 

を
確
立
し
、
そ
の
後
、
貴
族
た
ち 

の
隠
れ
て
の
不
正
が
で
き
な
く
な 

っ
た
史
実
が
あ
る
。
前
政
権
で
は 

情
報
の
秘
匿
、
文
書
の
改
ざ
ん
や 

捏
造
、
削
除
な
ど
が
平
気
で
行
わ 

れ
た
事
実
が
あ
り
、
《
説
明
し
な
い 

こ
と
》
と
《
情
報
を
秘
匿
す
る
こ
と
》 

は
民
主
主
義
を
支
え
る
命
を
失
う
こ 

 
 

  

 

 

と
を
意
味
す
る
。
学
者
の
み
な
ら 

ず
、
人
々
に
不
安
を
掻
き
立
て
て
恐 

怖
を
蔓
延
さ
せ
る
こ
と
に
つ
な
が 

り
、
心
理
的
に
権
力
に
支
配
さ
れ
る 

よ
う
に
な
る
。 

④
「
人
事
」
と
言
い
つ
の
っ
て
首
相
は 

「（
任
命
拒
否
の
理
由
を
）
答
え
ら
れ 

な
い
」
と
し
た
が
、
人
事
で
恫
喝
す 

る
手
法
は
一
種
の
《
暴
力
》
と
み
な 

さ
れ
る
。
紀
元
前
５
世
紀
の
ア
イ
ス 

キ
ュ
ロ
ス
の
作
品
『
縛
ら
れ
た
プ
ロ 

メ
ー
テ
ウ
ス
』
を
引
き
、
絶
対
君
主 

ゼ
ウ
ス
の
意
向
に
逆
ら
っ
た
プ
ロ
メ 

ー
テ
ウ
ス
が
一
言
も
し
ゃ
べ
ら
な
い 

連
行
者
に
よ
っ
て
ス
キ
ュ
テ
ィ
ア
の 

岸
壁
で
磔
の
刑
に
処
せ
ら
れ
る
場
面 

に
触
れ
、
無
言
の
暴
力
で
他
者
を
従 

わ
せ
る
権
力
の
姿
を
指
摘
し
て
い
る
。 

 

以
上
が
声
明
の
骨
子
と
考
え
る
。 

 

（
全
文
は
同
学
会
のH

P
  

h
ttp

； 

 
 
 
 
 
 
 

//stu
d

iit.jp
/  

で
） 

文
末
で
中
曽
根
元
首
相
の
内
閣
・
自
民
党

合
同
葬
儀
に
触
れ
、
弔
旗
掲
揚
や
黙
禱
の

件
で
の
国
立
大
学
や
都
道
府
県
教
育
委
員

会
へ
の
通
知
に
関
し
て
「
公
金
は
自
民
党

の
た
め
の
も
の
で
は
な
く
、
国
民
の
た
め

の
も
の
で
あ
る
。
国
民
全
体
の
奉
仕
者
で

あ
る
公
務
員
を
、
自
民
党
の
た
め
の
奉
仕

者
に
変
え
よ
う
と
す
る
暴
挙
は
許
さ
れ
な

い
」
と
断
じ
て
い
る
。 

 

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
知
り
え
な
い
ま

ま
“
ゆ
で
ガ
エ
ル
”
状
態
な
ら
な
い
よ
う

に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。（
元
井
茂
記
） 

 
 

  

 

 

日
本
学
術
会
議
会
員
任
命
拒
否
問
題 

注
目
！
イ
タ
リ
ア
学
会
の
声
明 

 

「日本政府に核兵器禁止条約の署名・批准を求める署名」にご協力を！ 

１月２２日「核兵器禁止条約が発効されます。残念ながら、日本は参加していません。多くの方が呼び 

かけ人になって、日本政府の署名・批准を求めています。 

＊共同よびかけ人のメッセージから 
〇小林 亜星（作曲家）：真っ先に参加すべきなのにできない日本政府の情けなさ！！みんながもっと怒るべし！！ 

〇宝田 明（俳優）：広島、長崎に続き９年後、第五福竜丸が水爆実験の被害を受けた世界唯一の被爆国です。日本は

堂々と先頭に立ち、条約の署名、批准を政府は行うべきであり、菅政権は躊躇することなく勇気ある行動をとってほしい。 

 

 


